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欝素組機化学は，形護学と生化学とを結ぶ役をなすものである。 これ詰組織化
学的酵素検出法の利点で，友応が insituで起こるので，臓器・組織内および、細
胞内・外における酵素の分方・渇在を亘接に目でみることができるのである。今
迄に多くの技法が開発され， また既存の技法には改良が加えられ， 酵素組織生学
反応は広くー殻に患いられるようになり，近年特にその重要性が増してきている。
本書はドイツ語抜から英語寂に改訂されたのを機会に， かな担内容を充実させ，
また改良が加えられた。特に薪しい組織化学反応が追加され， また卑液には新し
い項目が増加した。
酵素は蛋白質をその本費的な成分とする巨大分子で，代謝反応を触媒する。そ
れは酵素には基費を変換させる活性部位が存在するからである。組織化学的技法
の多くのものは， 欝素の有するこの性質を利用している。酵素を検出するために
は， 酵素が蛋白質であることを利用した免疫組識化学的な方法もあるが，本書で
はそれを対象外としている。
本書には， 100を越える組織化学酵素反応の方法と，それを行うにあたってのヒ
ントが書かれてお安， いずれも正常および病理組織・臓器の研究に最も頻繁に用
いられているものである。方法試簡潔貯氏に記載されているが，難しいと思われ
る留所は特に詳細に記述されている。各方法は著者によ担実際に謹められ， また
必要があれば改変がなされているという。 また著者に経験のない場合， また試み
たが成功し難かった場合にほ， そのこと託ついてのコメントがつけ加えられてい
るので信頼がおける。実際に搭載されている写真は， いずれも簡単に縛ることが
できる臓器を馬いているので， 読者泣対照として間じ臓器を用いることにより，
各自の結果と比較することが容易であるう。
酵素組織化学的研究を遂行するためには， その研究に最も適した方法を選択し
なければならない。そのために辻， 反志の原理を十分に理解していることが必要
ではあるが， しかし応患を主な自的とする研究者にとっては， 屡々そのようなこ
とは頻雑に感ぜられよう。本書はこの点を考怠して，理論的な面は， 実際に組織
化学を行うのに必要企場合， および生化学反感との関連性を知るうえに必要なも
のだけに限られているなど，実吊的な配患がなされている。
最後に頻繁に喪われる溶按および緩衝液の作り方， および文献が手項にリスト
されている。
このマニアルは， 組議化学を行う研究室に常壌の本として， 実際的で科用倍f富
が高いと考えられる。(鳴田搭)
(千葉医学 56，306，1980) 
